医療法第５１条第２項の医療法人の場合、次の書類も添付すること。
・純資産変動計算書

・キャッシュ・フロー計算書

・附属明細表

・公認会計士又は監査法人の監査報告書
　　　＜医療法第５１条第２項の医療法人の定義＞
　　　　　①　最終会計年度に係る貸借対照表の負債の部に計上した額の合計額が５０億円以上又は最終会計年度に係る損益計算書の収益の部に計上した額の合計額が７０億円以上である医療法人
　　　　　②　最終会計年度に係る貸借対照表の負債の部に計上した額の合計額が２０億円以上又は最終会計年度に係る損益計算書の収益の部に計上した額の合計額が１０億円以上社会医療法人
　　　　　③　社会医療法人債発行人である社会医療法人
　　　　　※　①・②の基準となっている金額は、県知事に届け出た貸借対照表又は損益計算書によって判断することで足りる。

